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貯法：室温保存。開封後は湿気をさけること。

使用期限：外箱に表示の使用期限内に使用すること。

（使用期限内であっても、開封後はなるべく速やかに使用すること。）

日本標準商品分類番号 ８７２３１６
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再評価結果
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ビフィズス菌整腸剤
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R

配合散
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【組　成・性　状】

組　　　　成

製剤の性状

１ｇ中に次の成分を含有する。

　ビフィズス菌……４.０ｍｇ　　　ラクトミン……２.０ｍｇ

　添加物として、バレイショデンプン、ブドウ糖、乳糖水和物、沈降炭酸カルシウム、白糖、

　デキストリンを含有する。

白色の粉末状の散剤で、においはないか、又はわずかに特異なにおいがあり、味は

やや甘い。

【効　能　・　効　果】

腸内菌叢の異常による諸症状の改善

【用　法　・　用　量】

通常、成人１日３〜６ｇを３回に分割経口投与する。

なお、年齢、症状により適宜増減する。　

【使用上の注意】

＜適用上の注意＞ 調製時：アミノフィリン、イソニアジドとの配合により着色することがあるので配合を

さけることが望ましい。　

【薬　効　薬　理】

１．ビフィズス菌及びラクトミンを投与することにより、腸内菌による腐敗産物の産生が抑制される（ラット）１）。

２．ラクトミンを投与することにより、腸内有用菌であるビフィズス菌が増加する（ラット）２）（ヒト）３）。

３．本剤をビフィズス菌拮抗球菌検出乳児に投与すると、腸内のビフィズス菌拮抗球菌は排除される４，５）。

＜作用機序＞

　ビフィズス菌及びラクトミンは腸内で増殖し、ビフィズス菌は乳酸と酢酸を、ラクトミンは乳酸等を産生

　して、腸内菌叢の正常化をはかり、整腸作用をあらわす。

【有効成分に関する理化学的知見】
（１）ビフィズス菌（Bifidobacterium）

菌　種：Bifidobacterium bifidum
性　状：白色〜わずかに黄褐色の粉末で、においはないか、又はわずかに特異なにおいがある。

（２）ラクトミン（Lactomin）
 菌　種：Streptococcus  faecalis
 性　状：白色〜わずかに黄褐色の粉末で、においはないか、又はわずかに特異なにおいがある。

【 包　　　　装 】
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